
⇔
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
持
続
可
能
社
会
を
志
向
す
る

　
先
端
科
学
技
術
に
関
す
る
日
越
学
生
交
流
セ
ミ
ナ
ー
」

主
催
団
体
”
大
阪
大
学

共
催
団
体
“
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

開
催
日
時
”
平
成
一
八
年
一
〇
月
二
八
日
（
土
）
～
一
一
月
五
日
（
日
）

　
大
阪
大
学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
は
、
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し

て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
科
学
技
術
ア
カ
デ
ミ
ー
物
質
科
学
研
究
所
と
ベ
ト
ナ

ム
国
立
大
学
ハ
ノ
イ
校
か
ら
学
生
一
五
名
、
引
率
教
員
五
名
を
迎
え
、

「
持
続
可
能
社
会
を
志
向
す
る
先
端
科
学
技
術
に
関
す
る
日
越
学
生
交
流

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
。

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
基
礎
工
学
研
究
科
の
教
授
陣
に
よ
る
持
続
可

能
性
社
会
を
志
向
す
る
先
端
科
学
技
術
に
関
す
る
講
義
を
受
け
な
が
ら
、

ベ
ト
ナ
ム
及
び
日
本
人
学
生
合
わ
せ
て
三
一
名
が
、
毎
日
講
義
内
容
に

つ
い
て
、
班
別
討
議
し
理
解
を
深
め
合
い
な
が
ら
、
内
容
を
ま
と
め
て

口
頭
発
表
し
た
。

　
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
最
終
日
に
は
第
三
回
日
越
学
生
科
学
交
流
会
議

（
神
戸
大
学
）
に
参
加
し
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
を
行
っ
た
。

⇔
国
際
大
学
交
流
セ
ミ
ナ
ー
「
日
中
韓
大
学
生
に
よ
る

　
東
ア
ジ
ア
共
生
へ
の
提
冒
」

主
催
団
体
”
山
口
大
学

　　｝　懸鍵
贈

　癬羅

騰共
催
団
体
“
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

開
催
日
時
”
平
成
一
八
年
一
一
月
二
日
（
木
）

　
山
口
大
学
は
、

校
、
中
国
・
山
東
大
学
か
ら
学
生
各
五
名
、

「日中韓大学生による東アジア共生への提言」のセミナー風景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
九
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
学
術
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
韓
国
・
公
州
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
率
者
各
一
名
を
迎
え
、

「
日
中
韓
大
学
生
に
よ
る
東
ア
ジ
ア
共
生
へ
の
提
言
」
を
開
催
し
た
。
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こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
参
加
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
更
に
、
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
議
論
の
機
会
を
設
け
、
参
加

し
た
学
生
が
三
国
間
の
歴
史
的
な
関
係
、
将
来
の
三
国
関
係
の
あ
り
方

な
ど
、
多
様
な
話
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
行
っ
た
。

⇔
平
成
皿
八
年
度
全
国
学
生
指
導
研
究
集
会

協主

力催

開
催
日
時

会
　
　
場

参
加
機
関
数

参
加
人
数
”

　
こ
の
研
究
集
会
は
、
学
生
指
導
に
関
す
る
研
究
成
果
の
発
表
と
参
加

者
相
互
の
研
究
討
議
を
通
じ
て
、
学
生
指
導
業
務
の
改
善
と
発
展
の
方

策
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
全
国
の
国
公
私

立
大
学
．
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
学
生
指
導
関
係
の
業
務
又
は
研
究

に
従
事
し
て
い
る
教
職
員
が
参
加
し
た
。

　
初
日
は
開
会
式
の
後
、
『
大
学
に
お
け
る
統
治
・
統
制
・
遵
奉
』
と
題

し
て
東
京
工
業
大
学
監
事
冨
浦
梓
氏
の
講
演
を
行
い
、
そ
の
後
「
学
生

相
談
」
「
キ
ャ
リ
ア
支
援
」
「
修
学
支
援
」
「
正
課
外
活
動
」
の
四
領
域
一

”
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

“
文
部
科
学
省
、
全
国
学
生
指
導
研
究
会
連
合
会
、
国
立
大

学
法
人
琉
球
大
学

”
平
成
一
八
年
一
一
月
二
七
日
（
月
）
～
一
一
月
二
九
日
（
水
）

”
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

　
”
二
四
九
機
関

三
二
一
二
名

八
分
科
会
に
分
か
れ
、
必
須
テ
ー
マ
で
あ
る
『
大
学
等
の
危
機
管
理
に

つ
い
て
』
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。

　
二
日
目
は
全
日
を
通
し
て
分
科
会
協
議
を
行
い
、
各
領
域
テ
ー
マ
の

問
題
点
・
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
協
議
が
展
開
さ
れ
た
。

　
三
日
目
は
、
琉
球
大
学
の
平
良
初
男
理
事
・
副
学
長
の
議
事
進
行
に

よ
り
分
科
会
報
告
・
全
体
会
議
が
行
わ
れ
、
各
領
域
を
代
表
す
る
四
名

の
座
長
の
分
科
会
報
告
に
対
し
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

～
各
領
域
の
協
議
テ
ー
マ
～

〔
学
生
相
談
〕

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
に
関
す
る
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
学
生
相
談
機
関
と
の
連
携
、
機
能
の
あ
り
方
、
全
学
的
な
取
り
組
み

　
の
現
状
に
つ
い
て

〔
キ
ャ
リ
ア
支
援
〕

・
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
実
状
に
つ
い
て

・
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
に
つ

　
い
て

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
あ
り
方
に
つ
い
て

〔
修
学
支
援
〕

・
教
育
に
関
す
る
各
種
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
大
学
等
に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い
て

・
補
修
授
業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
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〔
正
課
外
活
動
〕

・
正
課
外
活
動
に
対
す
る
大
学
等
の
支
援
に
つ
い
て

・
学
生
の
課
外
活
動
へ
の
参
加
意
欲
の
低
下
と
正
課
外
活
動
の
活
性
化

⇔
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
・
促
進
の
た
め
の
連

　
絡
協
議
の
集
い

主
催
団
体

協
力
団
体

開
催
日
時

会
　
　
場

参
加
機
関
数

参
加
者
人
数
”

　
全
国
の
大
学
や
関
係
団
体
等
の
連
携

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
奨
励
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

「
学
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
支
援

が
開
催
さ
れ
た
。

　
第
一
部
全
体
会
で
は
、
文
部
科
学
省
生
涯
学
習
政
策
局
社
会
教
育
課

の
出
口
寿
久
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
専
門
官
に
よ
る
講
演
「
文
部
科

学
省
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
」
が
行
わ
れ
た
。

”
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

”
文
部
科
学
省

”
平
成
一
八
年
一
二
月
八
日
（
金
と
O
時
三
〇
分
～
一
七
時

H
日
本
学
生
支
援
機
構
東
京
国
際
交
流
館
プ
ラ
ザ
平
成
（
お

台
場
）

　
”
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
　
一
一
六
校

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
　
一
五
団
体

　
　
一
九
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
協
力
を
推
進
し
、
学
生
の
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
一
八
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
・
促
進
の
た
め
の
連
絡
協
議
の
集
い
」

　
続
い
て
、
冨
江
伸
治
日
本
学
生
支
援
機
構
客
員
研
究
員
の
司
会
で
、

村
山
史
世
麻
布
大
学
環
境
保
健
学
部
講
師
、
足
立
陽
子
立
命
館
大
学
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
大
阪
大

学
人
間
科
学
部
四
年
生
宮
本
匠
氏
の
三
名
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
『
学
生
が
主
役
』
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
」

が
行
わ
れ
た
。

　
第
二
部
分
科
会
で
は
、
①
学
生
部
職
員
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入

第二部の分科会で事例発表をする参加者

門
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
つ
く
り
か

た
、
③
実
践
的
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
術
、
④
大
学
の

授
業
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
学
習
の
可

能
性
、
⑤
学
生
が
結
ぶ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
、
を
テ
ー

マ
と
す
る
五
つ
の
分
科

会
に
分
か
れ
、
事
例
紹

介
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
に
よ
る
討
議
等
が

行
わ
れ
た
。
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